
⼀⼈ひとりに働く幸せを創出し
社会全体が幸せになれるように
ＨＣＭはお客様とともに
企業価値の創造と向上を
⽬指してまいります。

株式会社ＨＣＭ⼈的資本コンサルティング

C o m p a n y  B r o c h u r 

会 社 案 内



⼀⼈ひとりの人材価値を引き出す経営
企業における”人”=“人的資本”
に対する人材価値を最大限に引き
出し、企業価値の向上につなげて
いく。そして企業と人が共に成長
し、より豊かな社会の実現を目指
していく。そんな企業をサポート
いたします。

自社に合った❞優秀な人材の確保と定着❞

Ｐｏｉｎｔ
①エンゲージメント（組織風土・従業員幸福度）向上
②人材（後継者）育成
③人材への必要な投資

経営戦略の実現に向け、従業員が能⼒
を⼗分に発揮するためには、やりがい
や働きがいを感じ、主体的に業務に取
り組める組織風土づくりが重要です。
戦略に沿ったエンゲージメント項⽬を
整理し、定期把握しながらレベル向上
を⽬指していきます。

⼈⼿不⾜による倒産は年々増加傾向
にあります。後継者準備不⾜、⼈材
確保の困難さ、後継候補者（中核）
の独⽴や転職などが理由です。企業
が永続するためには⼈材が不可⽋で
す。そのためには戦略に沿った⼈材
育成が必要不可⽋です。

経営戦略に沿った⼈材戦略のもとで、
⼈材開発や育成に必要な投資を安定
的に⾏っていくことは、後継者育成
にもつながります。また、⼈に対す
る投資の費⽤対効果が⾼いほど効率
的に⼈的資本へ投資されている指標
となります。⼈的資本RoIを⾼めるこ
とを⽬指します。

⼈材（後継者）育成 ⼈材への
必要な投資

離職に伴うコスト＝1,670万円
例）従業員数100名、離職率3％、想定年収500万円、紹介⼿数料30％、採⽤までの⽉数3ヶ⽉

ご存じですか？

従業員の定着はコスト削減にもつながります。

エンゲージメント
（組織風土・従業員幸福度）向上



ところで、”人的資本”って何？

（投資）

人的資源
Human Resource

人的資本
Human Capital

価値創造の源泉

（コスト）

労働力

一人ひとりの持つ
知識・スキル・
経験＆意欲



ISO 30414とその他代表的な開示基準

ISO 30414は、ESG/SDGｓやサステナビリティとも方向性は一致

ISO 30414
１．倫理とコンプライアンス

２．コスト

３．ダイバーシティ

４．リーダーシップ

５．組織風土

６．健康・安全・幸福

７．生産性

８．採用・異動・退職

９．スキル・能力

10．後継者計画

11．労働力

目標８「働きがいも経済成長も」
人材マネジメントの効果を測定し、働きがいのある職場環境を作るための指標を提供することができます。
目標３「すべての人に健康と福祉を」
企業が従業員の健康と福祉に対する取り組みを評価する助けになります。
目標１０「人や国の不平等をなくそう」
企業が人材に関するデータを透明性高く報告することで不平等の是正に貢献することが可能となります。

（例）



“人的情報開示”のメリット

人的情報の制度開示におけるステークホルダーの関心とメリット

内
部

従業員は、より良い給与や成長機会を得られる

経営者は、自社の成長や後継者育成ができる

外
部

求職者は、志望先企業の労働環境や成長可能性を
知ることができる

株主（投資家）は、投資先の中長期的な成長可能性
を知ることができ、期待値が高まる



Human Capital Report（人的資本に関する報告書）サンプル

”人的情報の開示”には、ISO30414（11項目・58指標）に準拠
することをお勧めします。



⾃社に合った
⼈材戦略案を

作成

１

２

３

エンゲージメントサーベイ

⼈的資本の理解と現状分析

⼈材戦略案構築から開⽰

従業員の組織に対する愛着心や仕事への情熱、相互
の信頼関係などを知りたい経営陣・⼈事関係者

データ収集・現状把握方法や目指すべき将来像や
取組⽅法に悩んでいる会社関係者

⾃社の経営戦略に沿った⼈材戦略案構築や効果的な
人的情報の開⽰を実行したい経営陣・⼈事関係者

●従業員へ選択式による
調査を行い、データ分析
や特徴を把握します

●人的資本を理解いた
だいた上で、調査結果
やインタビューを元に
課題と改善点を見つけ
出します

●戦略案構築から定量
化したKPIを元に経営
戦略に沿った人的情報
の開示を目指します

HCMでは、企業理念や
パーパス（存在意義）
等経営陣の思いや、
現状の経営戦略・⼈材
戦略における課題から
現状分析を⾏い、
貴社だけの最適な
"⼈的資本経営プラン"
を提案いたします。
戦略的な”人的情報の開
示”をサポートいたしま
す。

持続可能な⼈的資本
経営の実行や戦略的
な人的情報の開示を
サポートいたします

ツールを活⽤した現
状分析により、人的
資本経営への方向性
をサポートをいたし
ます

現状を把握することが、
人的資本経営における
最初のSTEPです



エンゲージメント（組織診断）サーベイから始めましょう！

定着率
向上

生産性
向上

利益率
向上

出所：経済産業省 第2回 経営競争力強化に向けた人材マネジメント研究会

エンゲージメントスコアの高い企業



9

Human resource for human capital consulting 
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効果

会社の強みは「人」～社員一人ひとりとその家族の幸せのために～

ハラスメントの増加
メンタルヘルス不調の

増加

ストレスチェックによる予防

ワークエンゲージメントによる
現状把握

エンゲージメントサーベイ
による現状把握

エンゲージメント向上

心理的安全性を高める

人材確保と定着の向上

生産性向上

心身健全度合を高める

ハラスメント研修やストレスチェックによる予防

組織の定期健康診断

疾病増悪要因、ストレス要因等が存在しています

企業が行う
健康管理の
積極的推進

社員一人ひとりの心身が健康になり、仕事に対する意欲やモチベーションが高まることが、
組織の活性化に繋がっていきます。お客様・社員一人ひとりとその家族の幸せのために・・・



エンゲージメントサーベイとは、個人と会社の関係をより良くするための健康診断です。
現在の状況が見える化できます。

＜サンプル＞

エンゲージメント（組織診断）サーベイから始めましょう！

経営陣にも診断を受けて
いただくことで、従業員
結果とのギャップを確認
していただけます。

エンゲージメントサーベイ（組織診断・従業員幸福度）診断結果

〇〇〇〇〇株式会社 御中
総合エンゲージメント（組織診断・従業員幸福度）
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キャリア開発

仕事からの解放度
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評価の納得度

裁量と権限

エンゲージメント度

組織の優越性

組織の結束力

組織への貢献度

組織からの緊張解放度

組織からのストレス解放度

一般社員 管理職

仕事上熱度、職務満足度、
組織愛着度の３要素すべて
の項目で管理職より、一般社
員の方が上回っています。しか
しながら、一般社員、管理職
とも平均値（3.0）をかなり
下回っています。

３要素を高めるための課題抽
出や対話（ヒアリング）をして
いきましょう。

下位３項目は、一般社員においては、
キャリア開発、評価の納得度、コミュニ
ケーションであり、管理職においてはキャリ
開発、コミュニケーション、評価の納得度、
エンゲージメント度です。
全体的に低い傾向にありますが、特に下
位３項目における要因の把握や課題抽
出をしていきましょう。
また、管理職におけるエンゲージメント度の
低さは、一般社員にも影響を与える項目
ですので、こちらの要因把握も必要です。

対話（ヒアリング）からはじめていきましょう。
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個別項目

総合エンゲージメント（組織診断・従業員満足度）は「低いレベル」です。
全体として平均値（3.0）をかなり下回っています。
なお、総合エンゲージメント（組織診断・従業員満足度）は、仕事上熱度、職務満足度、
組織愛着度の３要素の平均です。
従業員と比較して経営陣は「とても高いレベル」ですので、従業員とのギャップが大きいと言える
でしょう。

総合エンゲージメントを高めるための課題抽出や対話（ヒアリング）をしていきましょう。

経営陣にも診断を受けて
いただくことで、従業員
結果とのギャップを確認
していただけます。



まずは「見える化」（現状把握）しませんか

❞エンゲージメント❞を高めるための３つのStep

①エンゲージメン
トサーベイを行い、
組織・職場の問題
を「見える化」し
ます。

③あるべき（あり
たい）姿を決め、
アクションプラン
に落とし込み、
行動へ。

②対話しながら、
課題抽出や問題の
原因を見極め、
解決策を考えてい
きます。

エンゲージメント
サーベイの実施 本気の対話 あるべき（ありたい）姿

から行動へ

エンゲージメント（組織診断）サーベイから始めましょう！



⼈材（後継者）育成のため人事評価制度を活用しましょう！

人材マネジメントの把握・設定 (As is – To Be)

経営戦略・事業戦略の把握

組織構造・求める人材像の把握

人材マトリクス（ポートフォリオ）の把握

組織風土

採用

配置/異動

育成

退職

人事評価制度

評価

賃金（報酬）

グレード（等級）

経営戦略と人材戦略を連動させた人的資本経営の視点からの人事評価制度策定・改定の
全体イメージ



⼈材（後継者）育成のため人事評価制度を活用しましょう！

人事評価制度改定の全体イメージ

現行人事制度の把握・分析

導
入
・
運
用

人事評価制度

評価

賃金
（報酬）

グレード
（等級）

定
着

現
行
人
事
制
度
の
課
題
抽
出

人
事
制
度
改
定
の
方
向
性
検
討
・
設
定



人事評価制度を活用し、人材（後継者）育成（開発）を行いましょう。
従業員幸福度、顧客サービス、利益率、定着率から企業価値の向上につながります。

⼈材（後継者）育成のため人事評価制度を活用しましょう！

企業理念
パーパス

“グレード（等級）”の見える化

職務や役割に応じた業務を明確化
自己成長とキャリアイメージを明確化

自社に合った“優秀な人材の確保と定着”

“賃金テーブル”の見える化

適正な判断ができる賃金体系で明確化
原資管理による賃金・賞与の適正化
採用競争力を高めた人材の確保と定着

“評価体系”の見える化

職種や役割に応じた評価の明確化
長所の発揮や挑戦できる仕組みの明確化
人材育成による人材の確保と定着



効果

HCMのサポート イメージ

HCMは企業価値の創造と向上を目指して❞人材❞サポートを行います。

❞優秀な人材の
確保と定着❞

エンゲージメ
ント（組織診
断）サーベイ

エンゲージメント
向上 生産性向上

人材確保と定着
の向上

人材開発
組織開発

人材育成
後継者育成

人事制度
策定・運用 人的情報開示

（ISO30414導入）
サポート

人事労務
アドバイザリー

各種研修
セミナー



株式会社ＨＣＭ⼈的資本コンサルティング

⼈的資本（ISO 30414）経営の測定と効果

本社所在地
 

メールアドレス

WEBサイト

設⽴

資本⾦

代表者

事業概要

〒103-0023
東京都中央区日本橋本町3-3-6 ワカ末ビル 7階
  

info@hcm.co.jp
  

https://www.hcm.co.jp
  

2023年3⽉21⽇
  

1,000,000円

藤原 俊介（代表取締役）

・⼈的資本（ISO 30414）経営コンサルティング
・エンゲージメントサーベイ
・組織開発・活性化コンサルティング
・中小企業人材活用アドバイザリー
・人材定着コンサルティング
・人事労務コンサルティング
・各種研修、セミナー
・給与計算他⼈事労務関連代⾏業務
※一部併設の社会保険労務士法人がサポートさせていただく業務もあります。
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会 社 概 要


	⼀⼈ひとりに働く幸せを創出し�社会全体が幸せになれるように�ＨＣＭはお客様とともに�企業価値の創造と向上を�⽬指してまいります。
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16

